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楚
遊
日
記
（
２
）

●
崇
禎
一
○
（
一
六
三
七
）
年
二
月
一
日
～
二
十
九
日
、
二
九
日
間

徐
霞
客
五
十
二
歳

●
訳
注
稿

第
三
部

衡
陽
滞
在
（
二
月
十
四
日
～
二
十
九
日
）

［
二
月
十
四
日
～
十
八
日
］

《
概
要
》
金
祥
甫
の
家
に
や
っ
か
い
に
な
る
。
無
一
文
と
な
り
、
金
や
静
聞
が
、
旅
行
資
金
捻
出
の
た
め

の
案
を
考
え
て
く
れ
る
が
、
徐
自
身
は
悲
観
的
。
天
候
が
悪
く
外
出
も
で
き
ず
、
衣
類
す
ら
金
に
頼
り
切

り
の
現
状
に
深
く
落
ち
込
む
。

■
本
文
の
部

十
四
・
十
五
日

倶
在
金
寓
。

十
六
日

金
爲
投
揭
内
司
、
約
二
十
二
始
會
衆
議
助
。
初
、
祥
甫
謂
己
不
能
貸
、
欲
遍
求
衆
内
司
共
濟
、
余
頗
難

之
。
靜
聞
謂
彼
久
欲
置
四
十
八
願
齋
僧
田
於
常
住
、
今
得
衆
濟
、
即
貸
余
爲
西
遊
資
。
俟
余
歸
、
照
所
濟

之
數
爲
彼
置
田
於
寺
、
仍
以
所
施
諸
人
名
立
石
、
極
爲
兩
便
。
余
不
得
已
、
聽
之
。

十
七
・
十
八
日

倶
在
金
寓
。
時
余
自
頂
至
踵
、
無
非
金
物
、
而
顧
僕
猶
蓬
首
赤
足
、
衣
不
蔽
體
、
只
得
株
守
金
寓
。
自

返
衡
以
來
、
亦
無
晴
霽
之
日
、
或
雨
或
陰
、
泥
濘
異
常
、
不
敢
動
移
一
歩
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

十
四
・
十
五
日

倶
に
金
の
寓
に
在
り
。

十
六
日

金
た
め
に
揭
を
内
司
に
投
ず
。
二
十
二
を
約
し
て
、
始
め
て
衆
を
會
し
て
助
を
議
せ
ん
と
す
。
初
め
、

祥
甫
謂
ふ
、
己
は
貸
す
こ
と
能
わ
ず
、
遍
く
衆
内
司
に
共
濟
を
求
め
ん
と
欲
す
、
と
。
余
頗
る
之
を
難
し

と
す
。
靜
聞
謂
ふ
、
彼
は
久
し
く
四
十
八
願
の
齋
僧
田
を
常
住
に
置
く
を
欲
す
、
今
衆
濟
を
得
ば
、
即
ち

余
に
貸
し
て
西
遊
の
資
と
爲
さ
ん
。
余
の
歸
る
を
俟
ち
、
濟
す
る
所
の
數
に
照
し
て
、
彼
の
た
め
に
田
を

寺
に
置
き
、
仍
り
て
施
す
所
の
諸
人
名
を
以
て
石
を
立
て
ん
。
極
め
て
兩
便
爲
ら
ん
、
と
。
余
已
む
を
得

ず
し
て
之
を
聽
く
の
み
。
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十
七
・
十
八
日

倶
に
金
の
寓
に
在
り
。
時
に
余
、
頂
よ
り
踵
に
至
る
ま
で
、
金
の
物
に
非
ざ
る
は
無
し
。
而
し
て
顧
僕

は
猶
ほ
蓬
首
赤
足
に
し
て
、
衣
は
體
を
蔽
は
ず
。
只
だ
株
を
得
て
金
の
寓
に
守
る
の
み
。
衡
に
返
り
て
以

來
、
亦
た
晴
霽
の
日
無
く
、
或
ひ
は
雨
ふ
り
或
ひ
は
陰
り
、
泥
濘
常
に
異
な
り
、
敢
へ
て
一
歩
を
動
移
せ

ざ
る
な
り
。

●
語
注

十
六
日

○
揭

掲
帖
。
通
知
や
案
内
等
を
役
所
の
掲
示
板
に
貼
り
出
す
こ
と
。

○
内
司

諸
王
府
の
属
官
。

○
共
濟

共
同
し
て
救
済
す
る
。

○
四
十
八
願

阿
弥
陀
仏
が
過
去
世
に
法
蔵
菩
薩
で
あ
っ
た
と
き
に
立
て
た
願
。
願
を
掛
け
る
こ
と
一
般

を
言
う
か
。

○
齋
僧
田

齋
僧
は
、
食
事
を
僧
侶
に
施
す
こ
と
。
齋
僧
田
で
僧
侶
の
日
用
に
充
て
る
資
金
を
得
る
た
め

の
田
畑
か
。

○
常
住

永
久
に
存
在
す
る
こ
と
。
こ
の
あ
た
り
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。

○
得
株
守
金
寓

「
韓
非
子
」
五
蠹
篇
の
故
事
だ
が
、
こ
こ
は
、
成
果
の
あ
が
ら
な
い
こ
と
を
、
た
だ
手

を
こ
ま
ね
い
て
待
っ
て
い
る
だ
け
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

●
口
語
訳

《

》
金
祥
甫
の
家
で
の
無
為
の
日
々

13
［
十
四
・
十
五
日
］

ず
っ
と
金
祥
甫
の
寓
居
に
滞
在
し
た
。

［
十
六
日
］

金
祥
甫
が
私
の
た
め
に
、
王
府
の
属
官
達
に
対
し
、
掲
示
物
を
掲
示
し
て
く
れ
た
。
「
二
十
二
日
に
属

官
達
に
よ
る
会
合
を
開
き
、
そ
こ
で
徐
霞
客
を
幇
助
す
る
こ
と
を
話
し
合
う
こ
と
と
す
る
」
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
ら
し
い
。

そ
も
そ
も
、
金
祥
甫
は
こ
う
言
っ
て
い
た
「
自
分
自
身
に
は
あ
な
た
に
貸
し
て
あ
げ
る
お
金
は
無
い
。

そ
こ
で
広
く
属
官
達
に
募
り
、
皆
で
共
同
し
て
支
援
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
」
と
。
私
は
、
そ
れ
は
難
し

い
だ
ろ
う
と
考
え
た
。

す
る
と
静
聞
が
言
う
に
は
、
彼
は
久
し
く
、
願
掛
け
と
し
て
、
永
続
的
な
僧
侶
の
た
め
の
田
畑
を
購
入

し
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
い
ま
属
官
達
か
ら
支
援
を
得
ら
れ
た
な
ら
ば
、
す
ぐ
に
そ
れ
を
私
に
貸
与
し
て

西
方
旅
行
の
資
金
と
す
る
。
そ
し
て
私
が
こ
こ
に
戻
っ
て
き
た
と
き
に
、
支
援
し
て
く
れ
た
金
額
に
応
じ

て
、
彼
ら
の
た
め
に
田
畑
を
買
っ
て
寺
院
に
寄
附
し
、
支
援
し
て
く
れ
た
人
の
名
前
を
石
碑
に
刻
ん
で
残

す
の
は
ど
う
か
。
そ
う
す
れ
ば
、
西
方
旅
行
の
資
金
を
得
る
こ
と
と
、
僧
侶
の
た
め
の
田
畑
を
購
入
す
る

こ
と
と
の
二
つ
の
願
い
が
両
得
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
。

私
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
彼
の
話
を
聞
く
し
か
な
か
っ
た
。

［
十
七
・
十
八
日
］

両
日
と
も
金
祥
甫
の
寓
居
に
滞
在
し
た
。

そ
の
当
時
私
は
、
頭
の
先
か
ら
足
の
先
ま
で
、
衣
服
類
は
何
か
ら
何
ま
で
す
べ
て
金
祥
甫
に
よ
ら
な
い
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も
の
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
顧
僕
は
い
ま
だ
に
髪
は
ざ
ん
ば
ら
で
素
足
で
あ
り
、
衣
服
は
身
体
を
覆
い

き
れ
な
い
さ
ま
だ
っ
た
。
ま
さ
に
金
祥
甫
の
寓
居
で
「
株
を
守
る
」
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
（
成
果
の
あ
が
ら

な
い
こ
と
を
、
た
だ
手
を
こ
ま
ね
い
て
待
っ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
）。

衡
陽
城
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
、
晴
の
日
は
な
く
、
雨
が
降
る
か
曇
り
か
で
、
道
路
の
ぬ
か
る
み
は
尋
常

で
は
い
。
そ
こ
で
一
歩
も
外
に
で
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

［
二
月
十
九
日
］

《
概
要
》
劉
明
宇
に
会
い
に
行
く
。
劉
は
好
漢
で
、
盗
賊
を
と
っ
捕
ま
え
て
、
取
ら
れ
た
徐
霞
客
の
荷
物

を
取
り
返
し
て
や
ろ
う
、
と
言
っ
て
く
れ
る
。

■
本
文
の
部

十
九
日

往
看
劉
明
宇
、
坐
其
樓
頭
竟
日
。
劉
爲
衡
故
尚
書
劉
堯
誨
養
子
、
少
負
膂
力
、
慷
慨
好
義
、
尚
書
翁
故

倚
重
、
今
年
已
五
十
六
、
奉
齋
而
不
禁
酒
、
聞
余
被
難
、
即
叩
金
寓
余
、
欲
爲
余
緝
盜
。
余
謝
物
已
去
矣
、

即
得
之
、
亦
無
可
爲
西
方
資
。
所
惜
者
唯
張
侯
《
南
程
》
一
紀
、
乃
其
家
藏
二
百
餘
年
物
、
而
眉
公
輩
所

寄
麗
江
諸
書
、
在
彼
無
用
、
在
我
難
再
遘
耳
。
劉
乃
立
矢
神
前
、
曰
：
「
金
不
可
復
、
必
爲
公
復
此
。
」

余
不
得
已
、
亦
姑
聽
之
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

十
九
日

往
き
て
劉
明
宇
を
看
る
。
其
の
樓
頭
に
座
し
て
日
を
竟
ふ
。

を

劉
は
衡
の
故
の
尚
書
劉
堯
誨
の
養
子
な
り
。
少
く
し
て
膂
力
有
り
、
慷
慨
に
し
て
義
を
好
む
。
尚
書
翁

故
に
倚
重
す
。
今
年
已
に
五
十
六
に
し
て
、
奉
齋
な
る
も
而
も
酒
を
禁
ぜ
ず
。

余
の
難
を
被
る
を
聞
き
、
即
ち
金
に
寓
せ
る
余
を
叩
き
、
余
が
爲
に
盗
を
緝
せ
ん
と
欲
す
。
余
謝
す
、

物
已
に
去
れ
り
、
即
し
之
を
得
る
も
、
亦
た
西
方
の
資
と
な
す
べ
き
無
し
。
惜
し
む
所
は
唯
だ
張
侯
の
《
南

も

程
》
一
紀
な
り
。
乃
ち
其
の
家
に
藏
せ
ら
る
る
こ
と
二
百
餘
年
の
物
な
り
。
而
し
て
眉
公
輩
の
麗
江
に
寄

す
る
所
の
諸
書
は
、
彼
に
在
り
て
は
無
用
な
る
も
、
我
に
在
り
て
は
再
び
遘
ひ
難
き
も
の
の
み
、
と
。

あ

劉
乃
ち
矢
を
神
前
に
立
て
て
曰
く
「
金
は
復
す
べ
か
ら
ざ
る
も
、
必
ず
公
の
爲
に
此
を
復
せ
ん
」
と
。

ち
か
ひ

余
已
む
を
得
ず
、
亦
た
姑
く
之
を
聽
く
の
み
。

●
語
注

○
劉
明
宇

彼
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
情
報
し
か
な
い
。
後
掲
「
劉
堯
誨
」
注
参
照
。

○
樓
頭

楼
上
。

○
劉
堯
誨

（
一
五
二
二
～
一
五
八
五
）
字
は
君
納
、
号
は
凝
斎
、
臨
武
の
人
。
嘉
靖
三
十
二
年
（
一
五

五
三
）
の
進
士
。
福
建
巡
撫
、
江
西
巡
撫
な
ど
を
歴
任
し
、
盗
賊
や
倭
寇
の
平
定
に
功
績
が
あ
っ
た
。
南

京
兵
部
尚
書
に
至
り
、
機
務
に
参
与
し
た
が
、
張
居
正
の
こ
と
に
か
ら
ん
で
致
仕
し
、
衡
陽
に
帰
り
卒
し

た
。「
虚
籟
集
」
が
あ
る
。
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○
慷
慨

意
気
盛
ん
。

○
好
義

好
漢
と
い
う
こ
と
か
。

○
倚
重

頼
り
に
し
て
い
て
重
ん
じ
る
。
養
子
に
し
た
こ
と
を
言
う
か
。

○
奉
齋

精
進
し
肉
食
を
断
つ
。

○
叩

叩
門
。
訪
ね
る
こ
と
。

○
緝

逮
捕
す
る
。

○
一
紀

紀
に
、
記
載
す
る
、
記
す
の
意
味
が
あ
る
。
記
し
た
も
の
、
で
書
籍
を
指
す
か
。

○
矢

誓
に
通
ず
。

●
口
語
訳

《

》
好
漢
劉
明
宇

14
［
十
九
日
］

劉
明
宇
に
会
い
に
行
く
。
一
日
中
、
彼
の
家
の
楼
閣
の
上
で
過
ご
す
。

劉
明
宇
は
、
衡
州
出
身
で
元
の
兵
部
尚
書
で
あ
っ
た
劉
堯
誨
の
養
子
で
あ
る
。
若
い
こ
ろ
か
ら
力
持
ち

で
、
意
気
盛
ん
な
好
漢
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
劉
尚
書
は
彼
を
見
込
ん
で
養
子
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
劉

明
宇
は
今
年
で
す
で
に
五
十
六
歳
で
、
肉
食
を
断
っ
て
は
い
る
が
酒
は
避
け
な
い
。

劉
は
、
私
が
難
に
遭
遇
し
た
と
聞
き
、
す
ぐ
に
金
祥
甫
の
寓
居
い
る
私
を
訪
ね
て
き
て
く
れ
て
、
盗
賊

を
つ
か
ま
え
て
や
ろ
う
と
い
う
。
私
は
辞
謝
し
て
言
っ
た
「
持
ち
物
は
す
で
に
持
ち
去
ら
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
仮
に
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
西
方
旅
行
の
費
用
に
な
る
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
残
念
な
こ
と
は
、
張
侯
の
「
南
程
続
記
」
一
冊
で
あ
る
。
こ
れ
ぞ
張
の
家
に
二
百
年
以
上
に
わ

た
っ
て
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
陳
継
儒
達
が
麗
江
の
人
々
に
宛
て
た
書
簡
は
、
盗
賊
に
と
っ

て
は
無
用
な
も
の
で
あ
る
が
、
私
に
と
っ
て
は
二
度
と
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
貴
重
な
も
の
で
あ

る
、
と
。

す
る
と
劉
明
宇
は
、
神
に
誓
い
を
立
て
て
言
う
「
金
銭
は
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
も
、
き

っ
と
あ
な
た
の
た
め
に
「
南
程
続
記
」
と
書
簡
類
は
取
り
戻
し
ま
す
」
と
。
私
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き

ず
、
た
だ
彼
の
話
を
聞
く
し
か
な
か
っ
た
。

［
二
月
二
十
日
］

《
概
要
》
天
候
が
よ
う
や
く
晴
れ
、
城
内
外
を
散
策
。
少
し
気
分
も
晴
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
近
辺
で
治

安
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
を
聞
く
。

■
本
文
の
部

晴
霽
。
出
歩
柴
埠
門
外
、
由
鐵
樓
門
入
。
途
中
見
折
寶
珠
＊
１

茶
、
花
大
瓣
密
、
其
紅
映
日
；
又
見
折
千

葉
緋
桃
、
含
苞
甚
大
、
皆
桃
花
冲
物
也
、
擬
往
觀
之
。
而
前
晩
下
午
、
忽
七
門
早
閉
、
蓋
因
東
安
有
大
盜

臨
城
、
祁
陽
亦
有
盜
殺
掠
也
。
余
恐
閉
於
城
外
、
遂
復
入
城
、
訂
明
日
同
靜
聞
往
遊
焉
。

●
校
勘

＊
１
珠

底
本
は
株
。
黄
珅
が
乾
隆
本
に
よ
り
改
め
る
の
に
従
う
。
以
下
同
じ
。

■
訳
注
の
部
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●
訓
訳

二
十
日

晴
霽
た
り
。
出
で
て
柴
埠
門
外
を
歩
き
、
鐵
樓
門
よ
り
入
る
。
途
中
折
れ
た
る
寶
珠
茶
を
見
る
。
花
は

大
に
し
て
瓣
は
密
に
し
て
、
其
の
紅
は
日
に
映
ゆ
。
又
た
折
れ
た
る
千
葉
緋
桃
を
見
る
。
含
苞
甚
だ
大
な

り
。
皆
に
桃
花
冲
の
物
な
り
。
往
き
て
之
を
觀
る
を
擬
す
。

と
も

而
し
て
前
晩
下
午
、
忽
ち
七
門
早
に
閉
ず
。
蓋
し
東
安
に
大
盜
の
城
に
臨
む
有
り
、
祁
陽
に
も
亦
た
盜

の
殺
掠
す
る
有
る
に
因
る
な
り
。
余
城
外
に
閉
さ
る
る
を
恐
れ
、
遂
に
復
た
城
に
入
る
。
明
日
靜
聞
と
同

に
往
き
て
遊
ぶ
を
訂
す
。

●
語
注

○
折

折
れ
曲
が
っ
た
、
か
。

○
寶
珠
茶

二
月
七
日
条
。

○
瓣

花
び
ら
。

○
千
葉
緋
桃

緋
桃
は
、
桃
の
花
。
千
葉
緋
桃
は
、
花
び
ら
が
た
く
さ
ん
あ
る
桃
の
花
、
も
し
く
は
銘
柄

か
。

○
含
苞

咲
こ
う
と
し
て
膨
ら
ん
で
い
る
蕾
み
。

○
擬

助
動
詞
。
…
…
し
よ
う
と
す
る
。

○
前
晩

前
日
と
い
う
こ
と
か
。

○
東
安

永
州
府
の
県
。

○
祁
陽

永
州
府
の
県
。

○
訂

あ
ら
か
じ
め
取
り
決
め
る
。

●
口
語
訳

［
二
十
日
］

《

》
衡
陽
散
策

14晴
天
。
柴
埠
門
か
ら
城
外
へ
出
て
散
歩
し
、
鉄
楼
門
か
ら
入
城
し
た
。
散
歩
の
途
中
で
折
れ
曲
が
っ
た

宝
珠
茶
の
木
を
見
か
け
た
。
花
は
大
き
く
、
花
び
ら
も
稠
密
で
、
陽
光
の
も
と
で
赤
く
照
り
映
え
て
い
た
。

さ
ら
に
折
れ
曲
が
っ
た
千
葉
緋
桃
も
見
た
。
今
に
も
開
き
そ
う
な
花
弁
が
と
て
も
大
き
か
っ
た
。
こ
れ
ら

の
花
は
、
ど
ち
ら
も
以
前
滞
在
し
て
い
た
、
城
外
の
天
母
庵
の
あ
る
桃
花
冲
の
名
物
で
あ
る
。
そ
こ
で
桃

花
冲
に
行
っ
て
花
を
観
賞
し
よ
う
と
思
っ
た
。

し
か
し
昨
日
の
午
後
に
、
突
然
、
衡
州
城
の
七
つ
の
門
が
早
々
に
閉
ざ
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
思
う

に
、
東
安
県
で
大
盜
が
攻
め
て
き
て
県
城
に
迫
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
り
、
祁
陽
県
で
も
盜
賊
が
殺
戮
強
奪

を
働
い
た
り
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
だ
ろ
う
。
（
そ
の
た
め
盗
賊
を
警
戒
し
て
早
め
に
城
門
を
閉
ざ
し

た
の
だ
ろ
う
。
）
私
は
（
桃
花
冲
ま
で
行
っ
て
し
ま
う
と
、
）
城
外
に
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

な
い
と
心
配
し
、
（
桃
花
冲
へ
は
行
か
ず
）
ま
た
城
内
に
戻
っ
た
。
そ
し
て
明
日
、
静
聞
と
一
緒
に
桃
花

冲
へ
行
っ
て
遊
覧
す
る
こ
と
を
取
り
決
め
た
。

［
二
月
二
十
一
日
］
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《
概
要
》
雨
で
桃
花
冲
へ
は
行
け
ず
。
劉
明
宇
が
蕨
の
芽
の
料
理
を
持
っ
て
き
て
く
れ
る
。
と
て
も
お
い

し
い
。
以
前
、
衡
陽
の
桃
花
冲
天
母
殿
で
食
べ
た
葵
菜
と
あ
わ
せ
て
、
三
大
珍
味
の
う
ち
ふ
た
つ
を
衡
陽

で
食
べ
ら
れ
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
る
。
徐
書
客
は
、
旅
行
中
は
な
ん
で
も
食
べ
、
貧
し
い
食
事
で
も
不
満

は
述
べ
な
い
。
一
方
、
そ
の
土
地
に
固
有
の
珍
し
い
食
べ
物
に
つ
い
て
は
し
ば
し
ば
記
録
し
て
い
る
。
こ

こ
で
も
郷
土
の
江
陰
に
は
な
い
食
材
に
、
衡
陽
で
出
会
っ
た
こ
と
を
記
す
が
、
劉
明
宇
が
も
た
ら
し
て
く

れ
た
こ
と
を
感
謝
す
る
気
配
が
見
え
る
。
遊
記
に
は
、
徐
霞
客
自
身
の
心
情
が
記
さ
れ
る
こ
と
は
希
だ
が
、

散
々
な
目
に
遭
っ
て
い
る
中
で
、
劉
明
宇
の
気
遣
い
に
心
が
動
か
さ
れ
て
い
る
の
が
う
か
が
え
る
。

■
本
文
の
部

二
十
一
日

陰
雲
復
布
、
當
午
雨
復
霏
霏
、
竟
不
能
出
遊
。
是
日
南
門
獲
盜
七
人
、
招
黨
及
百
、
劉
爲
余
投
揭
捕
廳
。

下
午
、
劉
以
蕨
芽
爲
供
餉
余
、
幷
前
在
天
母
殿
所
嘗
葵
菜
、
爲
素
供
二
絶
。
余
憶
王
摩
詰
「
松
下
清
齋
折

露
葵
」
、
及
東
坡
「
蕨
芽
初
長
小
兒
拳
」
。
嘗
念
此
二
物
、
可
與
薄
絲
共
成
三
絶
。
而
余
郷
倶
無
。
及
至

衡
、
嘗
葵
於
天
母
殿
、
嘗
蕨
於
此
、
風
味
殊
勝
。
蓋
葵
鬆
而
脆
、
蕨
滑
而
柔
、
各
擅
一
勝
也
、
是
日
午
後
、

忽
發
風
寒
甚
、
中
夜
風
吼
、
雨
不
止
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

二
十
一
日

陰
雲
復
た
布
く
。
午
に
當
り
、
雨
復
た
霏
霏
た
り
。
竟
に
出
遊
す
る
能
わ
ず
。

是
の
日
、
南
門
に
て
盜
七
人
を
獲
、
招
黨
百
に
及
ぶ
。
劉
余
が
爲
に
揭
を
捕
廳
に
投
ず
。

下
午
、
劉
蕨
芽
を
以
て
供
と
爲
し
余
に
餉
る
。
前
に
天
母
殿
に
在
り
て
嘗
め
し
所
の
葵
菜
を
幷
せ
て
、

お
く

あ
は

素
供
二
絶
と
な
す
。
余
憶
ふ
、
王
摩
詰
に
「
松
下
清
齋
、
露
葵
を
折
る
」
、
及
び
東
坡
に
「
蕨
芽
初
め
て

長
ず
る
に
小
兒
の
拳
」
あ
り
。
嘗
て
此
の
二
物
を
念
じ
、
薄
絲
と
共
に
三
絶
を
成
す
べ
し
。
而
し
て
余
が

郷
に
は
倶
に
無
し
。
衡
に
至
る
に
及
び
、
葵
を
天
母
殿
に
嘗
め
、
蕨
を
此
に
嘗
む
。
風
味
殊
に
勝
れ
り
。

蓋
し
葵
は
鬆
に
し
て
脆
く
、
蕨
は
滑
に
し
て
柔
な
り
。
各
々
一
勝
に
擅
け
る
な
り
。

た

是
の
日
の
午
後
、
忽
ち
風
發
し
寒
甚
し
。
中
夜
風
吼
え
、
雨
止
ま
ず
。

●
語
注

○
招
黨

招
を
、
黄
珅
ら
は
「
招
供
（
自
白
す
る
、
罪
を
認
め
て
出
頭
す
る
）
」
と
訳
す
。
任
国
瑞
ら
は

こ
の
「
盗
」
を
起
義
軍
（
反
明
勢
力
）
と
す
る
。

○
投
揭

徐
霞
客
が
強
盗
に
盗
ま
れ
た
も
の
を
掲
示
し
、
逮
捕
さ
れ
た
盗
賊
が
そ
れ
ら
を
保
持
し
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
と
し
て
掲
示
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

○
捕
廳

州
県
の
官
署
で
、
緝
捕
（
罪
人
を
逮
捕
す
る
）
を
責
務
と
し
た
。

○
蕨
芽

蕨
は
ワ
ラ
ビ
。
蕨
芽
は
、
蕨
の
若
芽
で
あ
ろ
う
。

○
葵
菜

ア
オ
イ
の
類
い
か
。

○
絶

絶
品
と
い
う
こ
と
か
。

○
王
摩
詰
「
松
下
清
齋
折
露
葵
」

王
維
（
六
九
九
～
七
六
一
）
、
字
は
摩
詰
。
「
積
雨
網
川
荘
作
」
に

「
山
中
習
靜
觀
朝
槿
、
松
下
清
齋
折
露
葵
（
山
中
に
習
静
し
て
朝
槿
を
観
、
松
下
に
清
斎
し
て
露
葵
を
折

る
：
山
中
で
座
禅
し
て
静
寂
を
習
い
な
が
ら
、
無
常
を
感
じ
さ
せ
る
槿
の
花
を
眺
め
、
松
の
下
で
清
ら
か
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な
御
斎
を
取
ろ
う
と
し
て
、
露
を
お
い
た
葵
を
手
に
取
る
）
」
の
句
が
あ
る
（
「
王
維
集
」
巻
五
）
。
遊
記

で
、
先
人
の
詩
文
を
引
用
す
る
こ
と
は
珍
し
い
。

○
東
坡
「
蕨
芽
初
長
小
兒
拳
」

こ
の
句
は
黄
庭
堅
の
も
の
。
黄
庭
堅
は
、
（
一
○
四
五
～
一
一
○
五
）、

字
は
山
谷
。
彼
の
「
觀
化
十
五
首

其
十
一
」
に
「
竹
筍
初
生
黄
犢
角
、
蕨
芽
已
作
（
一
本
作
「
初
長
」
）

小
兒
拳
（
竹
筍
初
め
て
生
ず
る
は
、
黄
な
る
犢
角
に
し
て
、
蕨
芽
の
已
に
作
る
は
小
児
の
拳
：
筍
の
生
え

な

始
め
は
黄
色
い
牛
の
角
の
よ
う
で
、
蕨
の
芽
が
開
い
た
ら
子
ど
も
の
拳
の
よ
う
だ
）
」
の
句
が
あ
る
（
「
黄

山
谷
詩
集
」
外
集
補
巻
第
三
）。
こ
こ
で
は
黄
庭
堅
を
蘇
東
坡
と
取
り
違
え
て
い
る
。

○
薄
絲

薄
を
、
黄
珅
ら
は
、
蒪
で
は
な
い
か
、
と
す
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
苴
蒪
、
蘘
荷
に
同
じ
く
、

ミ
ョ
ウ
ガ
の
類
い
。

○
鬆

し
ま
り
が
な
く
、
す
き
ま
が
あ
る
。

○
擅

長
け
て
い
る
。

●
口
語
訳

［
二
十
一
日
］

《

》
劉
明
宇
が
も
た
ら
し
た
珍
味
を
味
わ
う

15暗
く
空
を
覆
う
雲
が
ま
た
垂
れ
込
め
て
い
る
。
正
午
ご
ろ
に
、
雨
が
し
き
り
に
降
っ
て
き
た
。
結
局
外

出
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
日
、
衡
陽
城
の
南
門
で
、
盗
賊
七
人
が
捕
獲
さ
れ
、
そ
の
自
供
に
よ
り
逮
捕
さ
れ
た
仲
間
が
百
人

に
及
ん
だ
。
劉
明
宇
は
、
私
の
た
め
に
、
罪
人
を
逮
捕
し
て
い
る
捕
庁
に
、
盗
品
に
関
す
る
書
類
を
提
出

て
く
れ
た
。

午
後
、
劉
明
宇
が
、
蕨
の
芽
を
用
意
し
て
私
に
食
事
と
し
て
振
る
舞
っ
て
く
れ
た
。
こ
れ
と
、
先
に
天

母
殿
に
い
た
と
き
に
食
べ
た
葵
菜
と
あ
わ
せ
て
、
精
進
料
理
の
絶
品
二
品
で
あ
る
。
私
が
思
い
出
す
と
こ

ろ
で
は
、
王
維
に
「
松
の
下
で
清
ら
か
な
御
斎
を
取
ろ
う
と
し
て
露
を
お
い
た
葵
を
手
に
取
る
」
の
句
が

あ
り
、
ま
た
黄
庭
堅
に
「
蕨
の
芽
の
開
い
た
さ
ま
は
子
ど
も
の
拳
の
よ
う
だ
」
の
句
が
あ
る
。
か
つ
て
こ

の
葵
と
蕨
に
あ
こ
が
れ
、
苴
蒪
（
ミ
ョ
ウ
ガ
）
と
あ
わ
せ
て
、
三
大
絶
品
だ
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

私
の
故
郷
に
は
こ
れ
ら
の
食
べ
物
は
い
ず
れ
も
無
か
っ
た
。
そ
れ
が
衡
州
に
至
る
と
、
天
母
殿
で
葵
を
食

べ
、
こ
こ
で
蕨
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
風
味
が
と
て
も
よ
い
。
思
う
に
、
葵
は
ゆ
る
や
か
で
も
ろ

く
、
蕨
は
な
め
ら
か
で
柔
ら
か
い
。
そ
れ
ぞ
れ
に
特
長
が
あ
り
、
す
ば
ら
し
い
。

こ
の
日
の
午
後
に
、
突
然
風
が
吹
き
始
め
、
と
て
も
寒
く
な
っ
た
。
夜
半
に
至
る
に
風
は
叫
ぶ
よ
う
に

吹
き
荒
れ
、
雨
も
降
り
止
ま
な
い
。

［
二
月
二
十
二
日
］

《
概
要
》
静
聞
と
と
も
に
、
城
北
の
桂
花
園
を
訪
ね
る
。
二
月
七
日
に
も
訪
ね
て
い
る
が
、
花
が
変
わ
ら

ず
、
美
し
く
咲
き
誇
っ
て
い
る
の
を
眺
め
て
い
る
う
ち
に
、
人
間
の
側
が
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
を
思
い
、
感
傷
に
ふ
け
る
。
そ
の
と
き
は
ピ
ン
ピ
ン
し
て
い
た
は
ず
の
艾
行
可
な
ど
の
人
々
は
、
い

ま
や
鬼
籍
に
入
っ
て
い
て
、
こ
の
世
か
ら
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
霞
客
自
身
の
感
情
も
、
か

つ
て
の
よ
う
に
花
を
愛
で
る
こ
と
は
で
き
ず
、
な
に
に
つ
け
て
も
人
の
運
命
・
無
常
を
感
じ
ず
に
は
お
れ

な
く
な
っ
て
い
る
。
何
事
に
も
動
揺
せ
ず
冷
静
な
霞
客
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
た
び
の
事
件
は
彼
の
心
情
を
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大
き
く
揺
さ
ぶ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
の
記
述
は
、
霞
客
ら
し
か
ら
ぬ
ほ
ど
感
傷
的
で
あ
る
。

■
本
文
の
部

二
十
二
日

晨
起
、
風
止
雨
霽
。
上
午
、
同
靜
聞
出
瞻
岳
門
、
越
草
橋
、
過
緑
竹
園
。
桃
花
歴
亂
、
柳
色
依
然
、
不

覺
有
去
住
之
感
。
入
看
瑞
光
不
値
、
與
其
徒
入
桂
花
園
、
則
寶
珠
盛
開
、
花
大
如
盤
、
殷
紅
密
瓣
、
萬
朵

浮
團
翠
之
上
、
眞
一
大
觀
。
徜
徉
久
之
、
不
復
知
身
在
患
難
中
也
。
望
隔
溪
塢
内
、
桃
花
竹
色
、
相
爲
映

帶
、
其
中
有
閣
臨
流
、
其
巓
有
亭
新
構
、
閣
乃
前
遊
所
未
入
、
亭
乃
昔
時
所
未
有
綴
。
急
循
級
而
入
、
感

花
事
之
芳
菲
、
歎
滄
桑
之
倏
忽
。
登
山
踞
巓
亭
、
南
瞰
湘
流
、
西
瞻
落
日
、
爲
之
憮
然
。
乃
返
過
草
橋
、

再
登
石
鼓
、
由
合
江
亭
東
下
、
瀕
江
觀
二
豎
石
。
乃
二
石
柱
、
旁
支
以
石
、
上
鎸
對
聯
、
［
一
曰
、
「
臨

流
欲
下
任
公
釣
。」
一
曰
、「
觀
水
長
吟
孺
子
歌
。
」］
非
石
鼓
也
。
兩
過
此
地
、
皆
當
落
日
、
風
景
不
殊
、

人
事
多
錯
、
能
不
興
懷
！

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

二
十
二
日

晨
に
起
く
。
風
止
み
雨
霽
れ
た
り
。

上
午
、
靜
聞
と
同
に
瞻
岳
門
を
出
づ
。
草
橋
を
越
え
、
緑
竹
園
を
過
ぎ
る
。
桃
花
歴
亂
、
柳
色
依
然
た

よ

り
、
覺
え
ず
し
て
去
住
の
感
有
り
。

入
り
て
瑞
光
を
看
ん
と
す
る
に
値
は
ず
。
其
の
徒
と
桂
花
園
に
入
れ
ば
、
則
ち
寶
珠
盛
開
な
り
。
花
の

大
な
る
こ
と
盤
の
如
く
、
殷
紅
密
瓣
あ
り
。
萬
朵
團
翠
の
上
に
浮
か
び
、
眞
に
一
大
觀
な
り
。
徜
徉
之
を

久
し
く
す
、
復
た
身
の
患
難
の
中
に
在
る
を
知
ら
ず
。

溪
を
隔
つ
る
の
塢
内
を
望
め
ば
、
桃
花
竹
色
、
相
映
帶
を
爲
す
。
其
の
中
に
閣
の
流
れ
に
臨
む
有
り
。

其
の
巓
に
亭
の
新
た
に
構
ふ
る
有
り
。
閣
は
乃
ち
前
遊
に
未
だ
入
ら
ざ
る
所
に
し
て
、
亭
は
乃
ち
昔
時
に

未
だ
綴
る
こ
と
有
ら
ざ
る
所
な
り
。
急
に
級
に
循
ひ
て
入
る
。
花
事
の
芳
菲
に
感
じ
て
は
、
滄
桑
の
倏
忽

な
る
を
歎
ず
。
山
に
登
り
巓
の
亭
に
踞
す
。
南
の
か
た
湘
の
流
れ
を
瞰
、
西
の
か
た
落
日
を
瞻
る
や
、
之

が
爲
め
に
憮
然
た
り
。

乃
ち
返
り
て
草
橋
を
過
ぎ
、
再
び
石
鼓
に
登
る
。
合
江
亭
よ
り
東
に
下
り
、
瀕
江
に
て
二
豎
石
を
觀
る
。

乃
ち
二
石
柱
な
り
。
旁
に
支
ふ
る
に
石
を
以
て
す
。
上
に
對
聯
を
鎸
す
。
一
に
曰
く
、
「
流
れ
に
臨
み
て

任
公
の
釣
を
下
さ
ん
と
欲
す
。
」
一
に
曰
く
、「
水
を
觀
て
孺
子
の
歌
を
長
吟
す
。
」
石
鼓
に
非
ざ
る
な
り
。

兩
た
び
此
の
地
を
過
ぐ
る
に
、
皆
に
落
日
に
當
る
。
風
景
は
殊
な
ら
ざ
る
も
、
人
事
は
錯
ふ
こ
と
多
し
。

た
が

能
く
懷
を
興
さ
ざ
ら
ん
や
！

●
語
注

○
去
住
之
感

去
住
は
、
去
留
に
同
じ
く
、
立
ち
去
る
こ
と
と
留
ま
る
こ
と
。
ひ
い
て
、
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
も
の
と
存
続
し
て
い
る
も
の
。
黄
珅
は
「
人
去
物
留
」
と
解
す
。
以
前
訪
れ
た
と
き
と
変
わ
ら
な

い
よ
う
に
咲
き
誇
る
花
を
見
て
、
難
に
あ
っ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
艾
行
可
の
こ
と
を
思
っ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。

○
殷
紅

黒
み
が
か
っ
た
赤
色
。

○
團

集
ま
る
、
あ
る
い
は
取
り
囲
む
。
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○
徜
徉

逍
遙
に
同
じ
。
き
ま
ま
に
歩
き
回
る
。

○
其
中

黄
珅
等
は
、
前
文
に
続
け
て
解
し
、
「
塢
の
中
」
と
す
る
が
、
後
文
の
「
循
級
而
入
」
は
次
に

述
べ
る
「
閣
」
に
入
る
、
と
解
す
る
の
が
よ
い
と
考
え
、
「
桂
花
園
の
中
」
と
解
し
た
。

○
前
遊

二
月
七
日
条
に
、
桂
花
園
を
訪
問
し
た
こ
と
を
記
す
。

○
所
未
有
綴

黄
珅
ら
は
、
ま
だ
建
設
さ
れ
て
い
な
い
、
と
解
す
る
が
、
あ
る
い
は
霞
客
が
綴
っ
て
い
な

い
（
書
き
記
し
て
い
な
い
）
か
も
し
れ
な
い
。

○
芳
菲

草
花
が
美
し
く
咲
き
香
る
。

○
滄
桑
之
倏
忽

滄
桑
は
、
滄
海
が
い
つ
の
ま
に
か
変
じ
て
桑
畑
と
な
る
こ
と
。
世
の
中
の
移
り
変
わ
り

が
激
し
い
た
と
え
（
「
古
詩
十
九
首
」
）
。
倏
忽
は
、
極
め
て
短
時
間
。
黄
珅
は
、
「
人
世
の
無
常
」
と
訳

す
。

○
山

高
殿
の
上
部
に
亭
子
が
あ
る
、
と
し
て
い
る
の
に
、
「
山
に
登
る
」
と
い
う
の
は
つ
じ
つ
ま
が
合

わ
な
い
。
あ
る
い
は
桂
花
園
の
中
に
あ
る
小
山
か
。

○
再
登
石
鼓

二
月
一
日
条
に
、
石
鼓
山
に
登
っ
た
こ
と
を
記
す
。

○
任
公
釣

古
代
の
任
国
の
公
子
で
、
釣
り
を
得
意
と
し
た
。「
荘
子
」
外
物
篇
に
あ
る
。

○
孺
子
歌

屈
原
と
の
対
話
の
あ
と
で
漁
父
が
歌
っ
た
歌
（
「
楚
辞
」
漁
父
）
。「
孟
子
」
離
婁
上
で
は
「
孺

子
（
子
ど
も
）」
が
歌
っ
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

●
口
語
訳

［
二
十
二
日
］

《

》
緑
竹
園
と
石
鼓
山
再
訪

16早
朝
に
起
き
た
。
風
も
雨
も
止
ん
で
い
た
。

午
前
に
、
静
聞
と
と
も
に
瞻
岳
門
か
ら
城
外
へ
出
る
。
草
橋
を
越
え
、
緑
竹
園
を
訪
ね
る
。
桃
の
花
は

咲
き
誇
り
、
柳
は
以
前
と
変
わ
ら
ず
緑
の
色
が
鮮
や
か
で
あ
る
。
思
わ
ず
、
昔
と
変
わ
ら
ぬ
花
木
と
、
変

わ
り
果
て
た
人
々
と
の
対
比
を
感
じ
た
。

園
に
入
り
、
瑞
光
和
尚
に
会
お
う
と
思
っ
た
が
不
在
で
会
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
彼
の
弟
子
達
と
桂
花

園
に
入
っ
た
と
こ
ろ
、
宝
珠
が
盛
大
に
開
い
て
い
た
。
大
き
な
花
は
盤
ほ
ど
も
あ
り
、
色
は
深
紅
で
花
瓣

は
緊
密
で
あ
る
。
一
万
も
の
花
の
つ
い
た
枝
が
、
密
集
す
る
緑
の
上
に
浮
か
び
上
が
っ
て
い
て
、
ま
こ
と

に
一
大
景
観
で
あ
っ
た
。
し
ば
ら
く
そ
ぞ
ろ
歩
き
を
し
て
、
我
が
身
が
艱
難
の
中
に
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る

こ
と
が
で
き
た
。

窪
地
の
中
の
渓
流
を
隔
て
た
と
こ
ろ
を
眺
め
る
と
、
桃
花
の
紅
と
竹
の
色
の
緑
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
を
な
し
て
鮮
や
か
で
あ
る
。
そ
の
中
に
流
れ
に
臨
ん
で
高
殿
が
あ
る
。
そ
の
高
殿
の
上
部
に
、

作
ら
れ
た
ば
か
り
の
亭
子
が
あ
っ
た
。
そ
の
高
殿
は
、
前
に
桂
花
園
に
遊
ん
だ
と
き
に
は
入
ら
な
か
っ
た

も
の
で
あ
り
、
亭
子
に
つ
い
て
は
か
つ
て
は
ま
だ
作
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
早
速
階
段
を
上
っ
て

高
殿
に
入
っ
た
。
変
わ
ら
ぬ
花
の
美
し
さ
、
芳
し
い
香
り
を
感
じ
る
に
つ
け
、
人
世
の
無
常
、
人
間
の
は

か
な
さ
を
詠
嘆
し
た
。
高
殿
（
山
）
を
上
っ
て
上
部
に
備
え
ら
れ
て
い
る
亭
子
で
腰
を
お
ろ
し
た
。
南
の

方
に
湘
江
の
流
れ
を
眺
め
、
西
の
方
に
落
日
を
見
る
や
、
憮
然
た
る
、
失
意
の
思
い
に
か
ら
れ
た
。

そ
こ
で
引
き
返
し
草
橋
を
渡
り
、
再
び
石
鼓
に
登
る
。
合
江
亭
か
ら
東
に
下
っ
て
、
河
沿
い
で
二
豎
石

を
見
る
。
こ
れ
は
二
つ
の
石
柱
で
、
そ
れ
を
支
え
る
石
が
あ
る
。
石
柱
の
表
面
に
「
対
句
（
対
聯
）
」
が

彫
ら
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
「
流
れ
に
臨
ん
で
任
公
の
釣
針
を
下
宋
と
思
い
」
で
、
も
う
ひ
と
つ
は
「
川

を
眺
め
て
孺
子
の
歌
を
長
吟
す
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
石
鼓
で
は
な
か
っ
た
。
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二
度
、
こ
の
地
を
訪
れ
た
が
、
ど
ち
ら
も
落
日
の
時
だ
っ
た
。
見
え
て
い
る
風
景
は
異
な
ら
な
い
の
に
、

人
の
こ
と
は
多
く
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
感
懐
を
興
さ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

［
二
月
二
十
三
日
］

《
概
要
》
城
外
へ
赴
き
、
強
盗
に
襲
わ
れ
て
亡
く
な
っ
た
艾
行
可
の
弔
い
に
参
加
す
る
。
非
常
に
感
傷
的

に
な
っ
て
い
る
。
城
内
に
戻
り
、
水
府
殿
に
て
占
い
を
し
、
今
後
の
進
む
行
程
を
問
う
。
湖
北
ル
ー
ト
か

広
西
ル
ー
ト
か
を
問
い
、
広
西
ル
ー
ト
が
よ
い
と
の
お
告
げ
を
得
る
。

■
本
文
の
部

二
十
三
日

碧
空
晴
朗
、
欲
出
南
郊
、
先
出
鐵
樓
門
。
過
艾
行
可
家
、
登
堂
見
其
母
、
則
行
可
屍
已
覓
得
兩
日
矣
、

蓋
在
遇
難
之
地
下
流
十
里
之
雲
集
潭
也
。
其
母
言
：
「
昨
親
至
其
地
、
撫
屍
一
呼
、
忽
眼
中
血
迸
而
濺
我
。
」

嗚
呼
、
死
者
猶
若
此
、
生
何
以
堪
！
詢
其
所
傷
、
云
「
面
有
兩
槍
」
。
蓋
實
爲
陽
侯
助
虐
、
所
云
支
解
爲

四
、
皆
訛
傳
也
。
時
其
棺
停
於
城
南
洪
君
鑒
山
房
之
側
。
洪
乃
其
友
、
倂
其
親
。
畢
君
甫
適
挾
青
烏
至
、

蓋
將
營
葬
也
、
遂
與
偕
行
。
循
廻
雁
西
麓
、
南
越
崗
塢
、
四
里
而
至
其
地
。
其
處
亂
崗
繚
繞
、
間
有
揜
關

習
梵
之
室
、
亦
如
桃
花
冲
然
、
不
能
如
其
連
扉
接
趾
、
而
閟
寂
過
之
。
洪
君
之
室
、
緑
竹
當
前
。
危
崗
環

後
、
内
有
三
楹
、
中
置
佛
像
、
左
爲
讀
書
之
所
、
右
爲
僧
爨
之
處
、
而
前
後
倶
有
軒
可
憩
、
庭
中
盆
花
紛

列
、
亦
幽
棲
淨
界
也
。
艾
棺
停
於
嶺
側
、
亟
同
靜
聞
披
荊
拜
之
。
余
誦
「
同
是
天
涯
遇
難
人
、
一
生
何
堪

對
一
死
」
之
句
、
洪
・
畢
皆
爲
拭
淚
。
返
抵
廻
雁
之
南
、
有
宮
翼
然
於
湘
江
之
上
、
乃
水
府
殿
也
。
先
是

艾
行
可
之
弟
爲
予
言
、
始
求
兄
屍
不
得
、
依
其
簽
而
獲
之
雲
集
潭
、
聞
之
心
動
。
至
是
乃
入
謁
之
、
以
從

荊
・
從
粤
兩
道
請
決
於
神
、
而
從
粤
大
吉
。
［
時
余
欲
從
粤
西
入
滇
、
被
劫
後
、
措
資
無
所
、
或
勸
從
荊

州
、
求
資
於
奎
之
叔
者
。
時
奎
之
爲
荊
州
別
駕
、
從
此
至
荊
州
、
亦
須
半
月
程
、
而
時
事
不
可
知
、
故
決

之
神
。
］
以
兩
處
貸
金
請
決
於
神
、
而
皆
不
能
全
。
［
兩
處
謂
金
與
劉
。
］
余
益
欽
服
神
鑒
。
蓋
此
殿
亦
藩

府
新
構
、
其
神
極
靈
也
。
乃
覓
道
者
、
倶
録
其
詞
以
藏
之
。
復
北
登
廻
雁
峯
、
飯
於
千
手
觀
音
閣
東
寮
、

即
從
閣
西
小
徑
下
、
復
西
入
花
藥
寺
、
再
同
覺
空
飯
於
方
丈
。
薄
暮
、
由
南
門
入
。
是
日
風
和
日
麗
、
爲

入
春
第
一
日
云
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

二
十
三
日

碧
空
晴
朗
た
り
。

南
郊
に
出
で
ん
と
欲
し
、
先
づ
鐵
樓
門
を
出
づ
。
艾
行
可
の
家
を
過
ぎ
、
堂
に
登
り
て
其
の
母
に
見
ゆ
。

則
ち
行
可
の
屍
は
已
に
覓
め
得
て
兩
日
な
り
。
蓋
し
難
に
遇
ふ
の
地
の
下
流
十
里
の
雲
集
潭
に
在
り
。
其

の
母
言
ふ
「
昨
、
親
し
く
其
の
地
に
至
り
、
屍
を
撫
し
て
一
呼
す
れ
ば
、
忽
ち
眼
中
の
血
迸
り
て
我
に
濺

ぐ
」
と
。
嗚
呼
、
死
す
る
者
す
ら
猶
ほ
此
の
若
し
、
生
く
る
は
何
を
以
て
堪
へ
ん
。
其
の
傷
つ
く
る
所
を

詢
ふ
に
、
云
ふ
「
面
に
兩
槍
有
り
」
と
。
蓋
し
實
に
陽
侯
の
虐
を
助
く
る
所
と
為
る
。
云
ふ
所
の
「
支
解

し
て
四
と
為
る
」
は
、
皆
訛
傳
な
り
。
時
に
其
の
棺
は
、
城
南
の
洪
君
鑒
の
山
房
の
側
に
停
す
。
洪
は
乃

ち
其
の
友
に
し
て
、
併
せ
て
其
の
親
な
り
。
畢
君
甫
適
々
青
烏
を
挾
み
て
至
る
。
蓋
し
將
に
營
葬
せ
ん
と
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す
る
な
り
。
遂
に
與
に
偕
に
行
く
。
廻
雁
の
西
麓
に
循
ひ
、
南
し
て
崗
塢
を
越
え
、
四
里
に
し
て
其
の
地

に
至
る
。
其
の
處
は
亂
崗
繚
繞
と
し
て
、
間
に
揜
關
習
梵
の
室
有
り
。
亦
た
桃
花
冲
の
如
く
然
る
も
、
其

の
連
扉
接
趾
に
如
く
能
わ
ず
、
而
し
て
閟
寂
は
之
に
過
ぐ
。
洪
君
の
室
は
、
緑
竹
前
に
當
る
。
危
崗
後
ろ

を
環
す
。
内
に
三
楹
有
り
、
中
に
佛
像
を
置
き
、
左
は
讀
書
の
所
た
り
、
右
は
僧
爨
の
處
た
り
。
而
し
て

前
後
に
倶
に
軒
の
憩
ふ
べ
き
有
り
。
庭
中
は
盆
花
紛
列
し
、
亦
た
幽
棲
の
淨
界
な
り
。
艾
の
棺
は
嶺
側
に

停
る
。
亟
に
靜
聞
と
同
に
荊
を
披
き
て
之
を
拜
す
。
余
「
同
に
是
れ
天
涯
に
難
に
遇
ふ
の
人
、
一
生
何
ぞ

堪
へ
ん
一
死
に
對
し
」
の
句
を
誦
す
。
洪
・
畢
皆
な
爲
め
に
涙
を
拭
く
。

返
り
て
廻
雁
の
南
に
抵
る
。
宮
の
湘
江
の
上
に
翼
然
た
る
有
り
、
乃
ち
水
府
殿
な
り
。
是
よ
り
先
、
艾

行
可
の
弟
予
の
爲
め
に
言
ふ
、
始
め
兄
の
屍
を
求
む
る
も
得
ず
。
其
の
簽
に
依
り
て
之
を
雲
集
潭
に
獲
た

り
、
と
。
之
を
聞
き
心
動
く
。
是
に
至
り
乃
ち
入
り
て
之
に
謁
す
。
「
荊
に
よ
る
」
と
「
粤
に
よ
る
」
と

の
兩
道
を
以
て
、
決
を
神
に
請
ふ
。
而
し
て
「
粤
に
よ
る
」
大
吉
な
り
。
［
時
に
余
、
粤
西
よ
り
滇
に
入

ら
ん
と
欲
す
、
劫
せ
ら
る
る
の
後
は
、
資
を
措
す
る
に
所
無
し
。
或
ひ
と
、
荊
州
よ
り
し
て
、
資
を
奎
之

叔
な
る
者
に
求
む
る
を
勸
む
。
時
に
奎
之
は
荊
州
の
別
駕
た
り
。
此
よ
り
荊
州
に
至
る
は
、
亦
た
須
ら
く

半
月
の
程
な
る
べ
し
。
而
し
て
時
事
知
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
之
を
神
に
決
す
る
な
り
。
］
兩
處
の
貸
金
を

以
て
決
を
神
に
請
ふ
に
、
而
皆
に
全
き
こ
と
能
わ
ず
、
と
す
。
［
兩
處
と
は
金
と
劉
と
を
謂
ふ
。
］
余
益

々
神
鑒
に
欽
服
す
。
蓋
し
此
の
殿
も
亦
た
藩
府
の
新
構
に
し
て
、
其
の
神
は
極
め
て
靈
な
り
。
乃
ち
道
を

覓
む
る
者
は
、
倶
に
其
の
詞
を
録
し
て
以
っ
て
之
を
藏
す
。

復
た
北
し
て
廻
雁
峯
に
登
り
、
千
手
觀
音
閣
の
東
寮
に
飯
す
。
即
ち
閣
の
西
の
小
徑
よ
り
下
り
、
復
た

西
し
て
花
藥
寺
に
入
る
。
再
び
覺
空
と
同
に
、
方
丈
に
飯
す
。

薄
暮
に
、
南
門
よ
り
入
る
。

是
の
日
、
風
和
に
し
て
日
は
麗
か
な
り
、
入
春
の
第
一
の
日
た
り
と
云
ふ
。

●
語
注

○
堂

住
居
の
母
屋
。

○
遇
難
之
地
下
流
十
里
之
雲
集
潭

二
月
十
一
日
条
で
は
、
雲
集
潭
か
ら
十
里
で
新
塘
站
で
、
更
に
六
里

の
新
塘
站
対
岸
に
停
泊
し
た
、
と
あ
る
。

○
面
有
兩
槍

顔
に
刺
し
傷
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
刀
傷
は
致
命
傷
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と

か
。

○
陽
侯

古
代
伝
説
中
の
波
濤
の
神
。
船
を
転
覆
さ
せ
る
な
ど
の
水
災
を
も
た
ら
す
。
転
じ
て
、
水
災
を

も
た
ら
す
波
濤
を
言
う
。
艾
行
可
は
、
水
死
で
あ
っ
た
こ
と
を
言
う
か
。

○
支
解
爲
四

肢
体
が
ば
ら
ば
ら
に
な
る
こ
と
。
こ
こ
も
「
所
云
」
と
あ
る
が
典
故
を
見
つ
け
ら
れ
て
い

な
い
。

○
營
葬

葬
儀
を
営
む
。

○
崗

山
嶺
。

○
繚
繞

曲
が
り
く
ね
る
、
ま
と
わ
り
つ
く
。
取
り
囲
む
、
く
ら
い
か
。

○
揜
關

門
を
閉
ざ
す
。
出
入
り
を
頻
繁
に
し
な
い
こ
と
か
。

○
習
梵

仏
教
を
修
行
す
る
こ
と
か
。

○
連
扉
接
趾

連
続
し
て
軒
を
連
ね
る
こ
と
、
か
。

○
閟

幽
静
、
幽
深
。

○
危

高
く
聳
え
る
。
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○
楹

家
屋
の
一
列
を
数
え
る
単
位
。
棟
。

○
爨

飯
を
炊
く
。

○
軒

窓
の
あ
る
廊
下
、
ま
た
窓
の
あ
る
小
部
屋
。

○
宮

神
廟
。

○
翼
然

鳥
が
翼
を
広
げ
た
よ
う
な
さ
ま
。

○
水
府

神
話
伝
説
中
の
水
神
、
あ
る
い
は
龍
王
が
棲
む
と
こ
ろ
。
水
府
殿
は
不
詳
。

○
簽

お
神
籤
。

○
奎
之
叔

不
詳
。

○
別
駕

通
判
、
副
長
官
。

○
欽
服

敬
重
佩
服
。
謹
ん
で
感
心
す
る
。
従
う
。

○
廻
雁
峯
、
飯
於
千
手
觀
音
閣

二
月
一
日
条
に
、
回
雁
峯
に
登
り
、
千
手
観
音
殿
で
食
事
を
供
さ
れ
た

こ
と
を
記
す
。

○
花
藥
寺
、
覺
空

二
月
八
日
条
に
、
花
薬
山
報
恩
寺
を
訪
ね
、
同
郷
の
托
鉢
僧
覚
空
と
会
っ
た
こ
と
を

記
す
。
寺
名
を
こ
こ
で
は
花
薬
寺
と
表
記
し
て
い
る
。

●
口
語
訳

［
二
十
三
日
］

《

》
亡
く
な
っ
た
艾
可
行
を
弔
う

17青
空
が
広
が
り
晴
れ
渡
っ
て
い
る
。

城
市
の
南
郊
に
出
よ
う
と
思
い
、
先
ず
は
鉄
楼
門
か
ら
城
外
へ
出
る
。
艾
行
可
の
家
を
訪
ね
、
母
屋
に

入
っ
て
彼
の
母
親
に
会
っ
た
。

行
可
の
遺
体
は
見
つ
か
っ
て
か
ら
二
日
た
っ
て
い
た
。
お
お
よ
そ
の
こ
と
で
い
え
ば
、
遺
体
は
遭
難
し

た
場
所
か
ら
十
里
下
流
の
雲
集
潭
に
あ
っ
た
と
い
う
。
彼
の
母
親
が
言
う
に
は
「
昨
日
、
私
自
身
が
そ
の

場
所
に
行
っ
て
、
遺
体
を
撫
で
、
一
声
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
た
ち
ま
ち
、
遺
体
の
眼
の
中
の
血
が
ほ
と

ば
し
り
出
て
、
私
に
降
り
注
い
だ
の
で
す
」
と
。
あ
あ
、
死
ん
で
し
ま
っ
た
者
で
す
ら
、
こ
の
よ
う
に
涙

を
流
す
の
だ
。
ま
し
て
生
き
残
っ
て
い
る
も
の
は
ど
う
し
て
泣
か
ず
に
は
お
ら
れ
よ
う
か
。

遺
体
の
傷
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、
「
顔
に
ふ
た
刺
し
の
刺
し
傷
が
あ
っ
た
」
と
言
う
（
つ
ま
り
刀
傷
は

致
命
傷
で
は
な
か
っ
た
）
。
思
う
に
実
際
に
は
波
濤
の
神
で
あ
る
陽
侯
が
、
盗
賊
の
暴
虐
を
助
長
し
て
、

艾
行
可
を
殺
し
た
の
で
あ
ろ
う
（
艾
行
可
は
水
死
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
）
。
し
か
し
「
陽

侯
の
手
に
か
か
れ
ば
肢
体
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
で
た
ら
め
な
伝
承
だ
（
艾
行

可
も
肢
体
バ
ラ
バ
ラ
で
は
な
い
）
。

時
に
艾
行
可
の
棺
は
、
衡
陽
城
南
の
洪
鑑
の
山
房
の
側
に
留
め
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
。
洪
鑑
は
、
艾

行
可
の
友
人
で
あ
り
、
ま
た
親
族
で
も
あ
っ
た
。
そ
こ
へ
ち
ょ
う
ど
、
畢
甫
が
風
水
師
を
伴
っ
て
や
っ
て

来
た
。
こ
れ
か
ら
葬
儀
を
営
も
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
ら
と
一
緒
に
行
く
。

廻
雁
峯
の
西
麓
に
沿
っ
て
進
み
、
南
へ
向
か
っ
て
山
嶺
や
山
塢
を
越
え
、
四
里
で
そ
の
場
所
に
着
い
た
。

そ
こ
は
山
峯
が
ふ
ぞ
ろ
い
で
ぎ
ざ
ぎ
ざ
に
な
っ
て
い
る
山
嶺
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
間
に
門
を
閉
ざ
し

て
仏
教
修
行
に
励
む
も
の
た
ち
の
精
舎
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
す
は
桃
花
冲
と
同
じ
で
あ
る
が
、
桃
花
冲
で

は
精
舎
が
軒
を
連
ね
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
に
は
及
ば
な
い
。
し
か
し
、
静
か
で
奥
深
い
さ
ま
は
、

桃
花
冲
に
勝
る
も
の
が
あ
る
。

洪
君
の
精
舎
は
、
前
面
に
緑
の
竹
藪
が
あ
り
、
後
面
は
高
い
山
嶺
が
囲
ん
で
い
る
。
三
棟
の
室
が
あ
り
、
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真
ん
中
の
室
に
は
仏
像
が
安
置
さ
れ
、
左
側
の
室
は
読
書
の
間
で
あ
り
、
右
側
の
室
は
炊
事
場
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
前
後
に
休
憩
で
き
る
廊
下
が
つ
い
て
い
る
。
庭
の
中
に
は
盆
に
植
え
た
花
が
た
く
さ

ん
並
ん
で
お
り
、
こ
れ
ま
た
隠
棲
の
た
め
の
清
浄
な
世
界
で
あ
る
。

艾
行
可
の
棺
は
、
後
ろ
の
山
嶺
の
側
に
留
め
ら
れ
て
い
た
。
す
み
や
か
に
静
聞
と
一
緒
に
、
荊
棘
を
か

き
分
け
て
行
き
、
こ
れ
を
礼
拝
し
、
叩
拝
し
た
。
私
は
「
彼
は
と
も
に
天
涯
の
地
で
困
難
に
遭
遇
し
た
人

で
あ
り
、
そ
の
一
死
に
対
し
私
は
こ
れ
か
ら
の
一
生
を
耐
え
き
れ
る
で
あ
ろ
う
か
」
の
句
を
唱
え
た
。
洪

君
も
畢
君
も
、
皆
な
涙
を
拭
う
の
で
あ
っ
た
。

《

》
水
府
殿
で
の
占
い

18洪
鑑
の
所
か
ら
帰
り
、
回
雁
峯
の
南
に
至
る
。
湘
江
の
上
に
翼
を
広
げ
た
よ
う
な
神
廟
が
あ
っ
た
。
こ

れ
が
水
府
殿
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
以
前
、
艾
行
可
の
弟
が
私
に
こ
う
言
っ
た
「
ず
っ
と
兄
の
遺
体
を
探
し

求
め
て
い
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
水
府
殿
の
お
札
の
お
告
げ
に

よ
り
、
遺
体
を
雲
集
潭
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
、
と
。
こ
の
話
を
聞
い
て
、
私
は
た
い
そ
う

興
味
を
引
か
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
こ
こ
に
至
っ
て
水
府
殿
に
入
り
、
神
を
拝
謁
し
た
。
「
荊
州
（
湖
北
）
経
由
」
と
「
粤
西
（
広

西
）
経
由
」
の
二
つ
の
ル
ー
ト
を
上
げ
て
、
ど
ち
ら
が
よ
い
か
を
神
様
に
決
め
て
も
ら
っ
た
。
す
る
と
「
粤

西
経
由
」
が
大
い
に
吉
で
あ
る
、
と
出
た
［
そ
の
当
時
、
私
は
粤
西
か
ら
滇
（
雲
南
）
に
入
ろ
う
と
思
っ
て
い
た

が
、
盗
賊
の
財
産
を
強
奪
さ
れ
て
し
ま
い
、
旅
行
資
金
を
措
置
す
る
手
立
て
が
無
か
っ
た
。
そ
の
中
で
あ
る
人
が
「
荊
州

経
由
を
取
り
、
奎
之
叔
と
い
う
者
に
資
金
の
援
助
を
求
め
る
の
が
よ
い
」
と
勧
め
て
く
れ
た
。
当
時
、
奎
之
は
、
荊
州
の

副
長
官
で
あ
っ
た
。
た
だ
こ
こ
か
ら
荊
州
に
至
る
に
は
、
さ
ら
に
ま
た
半
月
の
旅
程
が
必
要
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
時
節
も

事
態
も
予
測
で
き
な
い
。
そ
こ
で
神
に
お
う
か
が
い
を
立
て
た
の
で
あ
る
］
。

二
箇
所
か
ら
の
借
金
に
つ
い
て
も
神
様
に
お
う
か
が
い
を
立
て
た
が
、
「
ど
ち
ら
も
満
額
は
な
い
だ
ろ

う
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
［
二
箇
所
と
は
、
金
祥
甫
と
劉
明
宇
と
の
こ
と
で
あ
る
］
。
私
は
神
様
の
明
察
に
ま
す
ま

す
の
敬
意
を
抱
い
た
。
こ
の
殿
も
藩
府
が
新
し
く
建
設
し
た
も
の
の
よ
う
で
、
そ
の
神
は
極
め
て
霊
験
あ

ら
た
か
で
あ
る
。
道
程
を
尋
ね
る
も
の
は
み
な
、
こ
こ
で
下
さ
れ
た
霊
験
を
記
録
し
て
、
そ
れ
を
身
に
つ

け
て
旅
を
す
る
の
で
あ
る
。

ふ
た
た
び
北
に
向
か
い
、
廻
雁
峯
に
登
り
、
千
手
観
音
閣
の
東
寮
で
食
事
を
取
る
。
取
り
終
え
る
と
す

ぐ
に
観
音
閣
の
西
の
小
道
か
ら
下
り
、
さ
ら
に
西
に
進
ん
で
花
薬
寺
に
入
る
。
こ
こ
で
再
び
覚
空
と
と
も

に
、
方
丈
で
食
事
を
取
る
。

薄
暮
に
、
南
門
か
ら
城
内
に
入
る
。

こ
の
日
は
、
風
は
穏
や
か
で
日
も
麗
か
だ
っ
た
。
こ
の
春
一
番
の
好
天
だ
と
い
う
。

［
二
月
二
十
四
日
・
二
十
五
日
］

《
概
要
》
金
祥
甫
の
家
で
穏
や
か
に
過
ご
し
す
。
二
十
四
日
夜
中
に
不
穏
な
大
声
が
起
こ
っ
た
。
盗
賊
（
あ

る
い
は
起
義
軍
）
が
城
壁
を
破
っ
て
侵
入
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
二
十
五
日
は
そ
の
城
壁
を
見

物
に
行
き
、
そ
の
ま
ま
市
場
を
散
策
。
趣
の
あ
る
白
石
を
売
っ
て
い
た
が
、
文
無
し
の
霞
客
は
購
入
で
き

ず
、
品
評
す
る
の
み
。
「
神
農
黄
帝
が
下
り
人
々
を
裁
く
」
と
唱
え
る
伝
道
者
が
お
り
、
人
民
は
こ
ぞ
っ

て
そ
れ
に
流
さ
れ
て
大
騒
ぎ
に
な
っ
て
い
る
。
盗
賊
や
、
邪
教
に
惑
わ
さ
れ
る
人
民
な
ど
、
明
末
の
荒
廃

し
た
よ
う
す
が
現
れ
て
い
る
。



- 14 -

■
本
文
の
部

二
十
四
日

在
金
寓
、
覺
空
來
顧
。
下
午
獨
出
柴
埠
門
、
市
蒸
酥
、
由
鐵
樓
入
。
是
夜
二
鼓
、
聞
城
上
遙
吶
聲
、
明

晨
知
盜
穴
西
城
、
幾
被
逾
入
、
得
巡
者
喊
救
集
衆
、
始
散
去
。

二
十
五
日

出
小
西
門
、
觀
西
城
被
穴
處
。
蓋
衡
城
甚
卑
、
而
西
尤
敝
甚
、
其
東
城
則
河
街
市
房
倶
就
城
架
柱
、
可

攀
而
入
、
不
待
穴
也
。
乃
繞
西
華
門
、
循
王
牆
後
門
、
［
後
宰
門
外
肆
、
有
白
石
三
塊
、
欲
售
其
一
。
三

峯
尖
削
如
指
＊
１

、
長
二
尺
、
潔
白
可
愛
。
其
一
方
竟
尺
、
中
有
溝
池
田
塍
、
可
畜
水
、
但
少
假
人
工
、
次

之
、
其
一
亦
峯
乳
也
、
又
次
之
。
］
返
金
寓
。

是
時
衡
郡
有
倡
爲
神
農
之
言
者
、
謂
神
農
・
黄
帝
當
出
世
、
小
民
翕
然
信
之
、
初
猶
以
法
輪
寺
爲
窟
、

後
遂
家
傳
而
戸
奉
之
。
以
是
日
下
界
、
察
民
善
惡
、
民
皆
市
紙
焚
獻
、
一
時
騰
鬨
、
市
爲
之
空
。
愚
民
之

易
惑
如
此
。

●
校
勘

＊
１
有
白
石
三
塊
、
欲
售
其
一
。
三
峯
尖
削
如
指

黄
珅
ら
は
「
有
白
石
三
塊
欲
售
。
其
一
三
峯
尖
削
如
指
」
と
区
切
る
。

こ
れ
に
従
っ
て
訳
す
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

二
十
四
日

金
の
寓
に
在
り
。
覺
空
來
顧
す
。
下
午
獨
り
柴
埠
門
を
出
で
、
蒸
酥
を
市
ひ
、
鐵
樓
よ
り
入
る
。
是
の

か

夜
二
鼓
、
城
上
に
遙
に
吶
聲
を
聞
く
。
明
晨
、
盜
の
西
城
を
穴
し
、
幾
ん
ど
逾
え
入
ら
れ
ん
と
し
、
巡
者

の
救
ひ
を
喊
び
て
衆
を
集
む
る
を
得
て
、
始
め
て
散
去
す
、
と
知
る
。

さ
け

二
十
五
日

小
西
門
を
出
で
、
西
城
の
穴
せ
ら
る
る
處
を
觀
る
。
蓋
し
衡
城
は
甚
だ
卑
な
り
、
而
し
て
西
尤
も
敝
甚

し
。
其
の
東
城
は
則
ち
河
街
市
房
に
し
て
倶
に
城
に
就
き
て
柱
を
架
せ
ば
、
攀
じ
て
入
る
べ
く
、
穴
す
る

を
待
た
ざ
る
な
り
。

乃
ち
西
華
門
を
繞
り
、
王
牆
の
後
門
に
循
ひ
［
後
宰
門
外
の
肆
に
、
白
石
三
塊
を
售
ら
ん
と
欲
す
る
有

り
。
其
の
一
、
三
峯
尖
削
な
る
こ
と
指
の
如
く
、
長
さ
二
尺
、
潔
白
に
し
て
愛
す
べ
し
。
其
の
一
は
方
竟

尺
、
中
に
溝
池
田
塍
有
り
て
、
水
を
畜
す
べ
し
。
但
だ
人
工
に
少
假
に
し
て
、
之
に
次
ぐ
。
其
の
一
は
亦

た
峯
乳
な
り
て
、
又
た
之
に
次
ぐ
。
］
、
金
の
寓
に
返
る
。

是
の
時
、
衡
郡
に
倡
の
神
農
の
言
を
な
す
者
有
り
。
神
農
黄
帝
當
に
世
に
出
づ
べ
し
と
謂
ふ
。
小
民
翕

然
と
し
て
之
を
信
ず
。
初
め
は
猶
ほ
法
輪
寺
を
以
て
窟
と
な
す
も
、
後
に
は
遂
に
家
ご
と
に
傳
へ
て
戸
ご

と
に
之
を
奉
ず
。
是
の
日
を
以
て
界
に
下
り
、
民
の
善
惡
を
察
す
と
。
民
皆
な
紙
を
市
ひ
て
焚
獻
す
。
一

時
に
騰
鬨
し
、
市
之
が
爲
め
に
空
し
。
愚
民
の
惑
ひ
易
き
こ
と
此
の
如
し
。

●
語
注

○
來
顧

来
臨
。
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○
蒸
酥

プ
リ
ン
や
茶
碗
蒸
し
の
類
い
か
。

○
竟
尺

ま
る
ま
る
一
尺
。

○
溝
池

溝
と
窪
み
。

○
田
塍

耕
作
地
の
う
ね
。
こ
こ
で
は
連
続
す
る
突
起
。

○
少
假

黄
珅
は
、
「
缺
少
（
欠
け
て
い
る
、
少
な
い
）
」
と
訳
す
。

○
人
工

人
が
手
を
加
え
た
も
の
。
こ
こ
で
は
施
さ
れ
て
い
る
装
飾
だ
ろ
う
。

○
衡
郡

衡
陽
郡
だ
ろ
う
。

○
倡

唱
え
る
も
の
。
辻
説
法
、
伝
導
者
の
類
い
。

○
神
農
黄
帝

い
ず
れ
も
中
国
古
代
の
聖
天
子
。
医
薬
の
神
と
し
て
も
祭
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
無
病

息
災
、
幸
福
を
も
た
ら
す
存
在
と
し
て
、
担
ぎ
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

○
翕
然

一
致
す
る
さ
ま
、
こ
ぞ
っ
て
。

○
紙

紙
銭
。

○
騰

勢
い
よ
く
走
る
。

○
鬨

騒
ぎ
立
て
る
。

●
口
語
訳

《

》
金
祥
甫
の
家
に
滞
在
、
盗
賊
騒
ぎ
や
流
言
に
惑
わ
さ
れ
る
民
衆

18
［
二
十
四
日
］

金
祥
甫
の
寓
居
に
滞
在
す
る
。
同
郷
の
托
鉢
僧
覚
空
が
訪
ね
て
来
て
く
れ
た
。

午
後
、
一
人
で
柴
埠
門
か
ら
城
外
へ
出
て
、
蒸
酥
を
買
い
、
鉄
楼
門
か
ら
城
内
に
戻
る
。

夜
の
十
時
頃
、
遠
く
の
城
壁
の
あ
た
り
か
ら
、
と
き
の
声
の
よ
う
な
叫
び
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
翌
朝

聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
盗
賊
が
西
の
城
壁
に
穴
を
開
け
、
ほ
と
ん
ど
侵
入
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た

が
、
巡
邏
者
が
発
見
し
て
叫
び
声
を
あ
げ
て
人
々
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
で
や
っ
と
盗
賊
を
追
い

払
う
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

［
二
十
五
日
］

小
西
門
を
出
で
て
、
西
の
城
壁
の
穴
を
あ
け
ら
れ
た
所
を
観
察
し
た
。
思
う
に
衡
陽
城
の
城
壁
は
と
て

も
低
い
。
な
か
で
も
西
の
城
壁
は
最
も
損
な
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
城
市
の
東
側
は
河
街
の
市
場
で
、
城

壁
に
柱
を
か
け
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
よ
じ
登
っ
て
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
穴
を
あ
け
る
必
要

す
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
西
華
門
を
め
ぐ
り
、
王
府
を
囲
む
壁
の
後
門
に
沿
っ
て
進
み
［
後
宰
門
外
の
店
舗
で
、
三
塊
の

白
石
を
売
っ
て
い
た
。
ひ
と
つ
目
は
、
指
の
よ
う
な
尖
っ
た
部
分
が
三
つ
突
き
出
し
て
お
り
、
長
さ
が
二
尺
で
あ
る
。
潔

白
で
と
て
も
す
ば
ら
し
い
。
ふ
た
つ
目
の
も
の
は
一
尺
四
方
で
あ
り
、
表
面
に
溝
や
窪
み
、
突
起
が
あ
っ
て
、
水
を
溜
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
装
飾
に
乏
し
く
、
ひ
と
つ
目
の
も
の
に
及
ば
な
い
。
み
っ
つ
目
の
も
の

は
鍾
乳
石
の
も
の
で
、
三
番
目
の
評
価
と
な
る
］
、
金
祥
甫
の
寓
居
に
帰
る
。

こ
の
時
、
衡
に
「
神
農
」
の
こ
と
を
唱
え
る
遊
歴
者
が
い
た
。
神
農
と
黄
帝
が
こ
の
世
に
出
現
す
る
と

言
う
。
人
民
は
こ
ぞ
っ
て
こ
れ
を
信
じ
て
い
る
。
は
じ
め
は
法
輪
寺
を
拠
点
と
し
て
い
た
が
、
や
が
て
家

々
に
伝
播
し
、
ど
の
家
庭
で
も
こ
れ
を
信
奉
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
日
（
二
月
二
十
五
日
）
に
、
神

農
と
黄
帝
が
下
界
に
下
り
、
人
々
の
善
悪
を
察
し
て
裁
き
を
下
す
と
い
う
。
人
民
は
み
な
紙
銭
を
買
っ
て

そ
れ
を
燃
や
し
て
献
上
し
、
一
時
は
み
ん
な
し
て
集
ま
っ
て
き
て
大
騒
ぎ
に
な
り
、
市
場
か
ら
人
の
姿
が

消
え
た
ほ
ど
だ
っ
た
。
愚
民
が
惑
わ
さ
れ
や
す
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
。
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［
二
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
九
日
］

《
概
要
》
金
祥
甫
の
寓
居
に
滞
在
。
金
策
が
ま
ま
な
ら
な
い
。

■
本
文
の
部

二
十
六
日

金
祥
甫
初
爲
予
措
資
、
展
轉
不
就
。
是
日
忽
鬮
一
會
、
得
百
餘
金
、
予
在
寓
知
之
、
金
難
再
辭
、
許
假

二
十
金
、
予
以
田
租
二
十
畝
立
券
付
之
。

二
十
七
、
二
十
八
、
二
十
九
日

倶
在
金
寓
候
銀
、
不
出
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

二
十
六
日

金
祥
甫
初
め
予
が
た
め
に
資
を
措
す
。
展
轉
し
て
就
か
ず
。
是
の
日
、
忽
ち
鬮
す
る
こ
と
一
會
に
し
て
、

百
餘
金
を
得
。
予
、
寓
に
在
り
て
之
を
知
る
。
金
は
再
び
辭
し
難
く
、
二
十
金
を
假
す
る
を
許
す
。
予
田

租
二
十
畝
を
以
て
券
を
立
て
て
之
に
付
す
。

二
十
七
・
二
十
八
・
二
十
九
日

倶
に
金
の
寓
に
在
り
て
銀
を
候
ち
、
出
で
ず
。

●
語
注

○
展
轉

重
ね
て
、
く
り
か
え
し
。

○
鬮
一
會

鬮
は
、
く
じ
を
引
く
。
黄
珅
に
よ
れ
ば
、
民
間
の
互
助
的
な
金
融
の
あ
り
か
た
で
、
参
加
者

が
均
し
く
一
定
の
資
金
を
出
し
、
貯
ま
っ
た
資
金
を
、
く
じ
引
き
で
あ
た
っ
た
人
に
融
通
す
る
と
い
う
も

の
が
あ
っ
た
、
と
い
う
。
日
本
の
頼
母
子
講
に
似
て
い
る
。

○
以
田
租
二
十
畝
立
券
付
之

よ
く
分
か
ら
な
い
。
金
祥
甫
か
ら
借
り
た
二
十
金
に
つ
い
て
の
借
用
書
で

あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
結
局
こ
の
二
十
金
は
金
祥
甫
に
返
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

●
口
語
訳

《

》
金
祥
甫
の
家
に
滞
在

19
［
二
十
六
日
］

は
じ
め
金
祥
甫
は
、
私
の
た
め
に
資
金
の
算
段
を
し
て
く
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
か
な
か
は
か
ば
か
し

く
い
か
な
か
っ
た
。

こ
の
日
、
金
祥
甫
が
互
助
金
融
で
、
あ
た
り
を
引
き
当
て
、
百
金
あ
ま
り
を
得
た
、
と
い
う
。
私
は
金

の
寓
居
で
こ
れ
を
知
っ
た
。
貸
し
て
く
れ
る
と
い
う
の
を
断
り
が
た
く
、
二
十
金
を
借
り
る
こ
と
と
し
た
。

二
十
畝
分
の
田
祖
で
借
用
書
を
作
り
、
金
祥
甫
に
渡
し
た
。
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［
二
十
七
・
二
十
八
・
二
十
九
日
］

ず
っ
と
金
祥
甫
の
寓
居
に
い
て
、
銀
が
届
け
ら
れ
る
の
を
待
っ
て
い
た
の
で
、
外
出
で
き
な
か
っ
た
。

■
補
説
「
徐
霞
客
の
旅
行
荷
物
」

二
月
十
一
日
・
十
二
日
条
に
、
盗
賊
に
襲
わ
れ
て
被
害
を
受
け
た
徐
霞
客
の
荷
物
の
記
述
が
あ
る
。
そ

こ
か
ら
、
今
回
の
旅
行
に
お
い
て
、
徐
霞
客
が
携
帯
し
て
い
た
旅
行
鞄
や
そ
の
内
容
が
う
か
が
え
る
。
以

下
確
認
す
る
。

一
．「
匣
」
蓋
の
あ
る
小
型
の
は
こ
。
「
遊
資
」
即
ち
旅
費
を
収
納
。
亡
失
。

二
．
「
竹
撞
」
薄
い
竹
片
に
よ
る
竹
か
ご
。
「
大
明
一
統
志
」
等
の
書
籍
、
黄
道
周
ら
か
ら
徐
霞
客
に
あ

て
た
書
簡
、
日
記
遊
記
の
下
書
き
類
を
収
納
。
こ
れ
ら
は
無
事
だ
っ
た
が
、
劉
愚
公
に
あ
て
た
書
簡
体
の

小
論
は
亡
失
。

三
．
「
皮
廂
」
廂
は
「
箱
」
。
皮
製
の
大
型
の
は
こ
。
絹
織
物
、
陳
継
寿
か
ら
麗
江
の
土
司
に
あ
て
た
書

簡
、「
南
程
続
記
」
を
収
納
。
亡
失
。

四
．「
掛
廂
」
鍵
の
か
か
る
箱
。
「
晴
山
堂
法
帖
」、
鉄
針
、
瓶
、
壺
を
収
納
。
亡
失
。

五
．「
大
笥
」
四
角
い
蓋
の
あ
る
竹
籠
。
果
物
、
餅
、「
名
勝
志
」「
雲
南
志
」
等
の
書
籍
を
収
納
。
亡
失
。

荷
物
は
五
点
を
数
え
る
。
一
「
匣
」
が
い
わ
ば
金
庫
で
あ
っ
た
以
外
は
、
書
籍
類
や
文
書
類
は
い
ろ
い

ろ
な
箱
や
鞄
に
分
散
し
て
収
納
し
て
い
る
。
二
「
竹
撞
」
の
中
身
の
み
が
残
存
し
外
は
亡
失
し
て
い
る
が
、

徐
霞
客
が
こ
れ
ま
で
記
し
て
き
た
遊
記
の
下
書
き
が
二
に
入
っ
て
い
て
残
さ
れ
た
こ
と
は
奇
跡
的
で
あ
ろ

う
。

薄
井
俊
二
訳
：
二
○
二
五
年
三
月
十
一
日


